家庭礼拝　2011年11月30日　マルコ福音書　2章1節～17節　罪人を招く
　賛美歌229　今きたりませ　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌231　久しく待ちにし
起
カファルナウムのシモンの家で、奇跡の癒しを行ったイエス様の一行はその後、ガリラヤの町々をめぐり宣教を行いました。そして、またカファルナウムに戻ってきました。イエス様の宣教の拠点は前半はカファルナウムのシモンの家にあったようです。後半になるとベトサイダ付近がよく現れてきます。この二つの町は１０ｋｍくらいしか離れていない町で、ガリラヤ湖の北側にあります。ここには、ダマスコからエジプトまで通じる主要な街道がありました。

実はこの二つの町は、川を挟んで東と西に分ける国境の町なのです。カファルナウムはガリラヤの国境の町で、そこには収税人がいて、ピリポの領地から入ってくる人や物から税金を取っていました。そこの収税所にはイエスの弟子となったアルファイの子レビが座っていたのです。このレビはマタイ福音書では、徴税人マタイとなっており、マタイによる福音書の著者となるのです。同じようにピリポの領地にはベトサイダがありました。

マタイによる福音書では、このマルコの2章の話が、9章になってやっと出てきます。その間マタイ福音書では何が書かれているのかというと、山上の説教が、5章から7章までの３章に渡って語られているのです。この大切なイエス様の御言葉が、マルコでは、1章39節の、ガリラヤ中の街道に行き、宣教し、悪魔を追い出されたと言う、一行の言葉で済まされているのです。このようなことで、マルコ福音書は一時期軽んじられる傾向にありました。

さて、ガリラヤの宣教からカファルナウムに戻ってきたイエス様には、前の癒しの出来事や説教の評判を聞いていた人々が大勢集まり、その話を聞こう、なんとか癒してもらおうと大騒ぎでした。そしてその日ついに、イエス様が律法学者やパリサイ人から、伝統的な信仰に対する危険人物との烙印を押される出来事が起こります。イエス様が、自由に会堂で教えられた期間は、マルコによる福音書では高々1章の後半にしかないのです。それ以外はずっと、これらの伝統的な信仰者の悪意と批判の中を歩んでいかなければならなかったのです。何がそうさせたのか。それが今日の2章の前半に書かれていることです。
承
マルコ２章1節から3節ではこのように書かれています。

マコ 2:1　数日後、イエスが再びカファルナウムに来られると、家におられることが知れ渡り、

マコ 2:2　大勢の人が集まったので、戸口の辺りまですきまもないほどになった。イエスが御言葉を語っておられると、

マコ 2:3　四人の男が中風の人を運んで来た。

　カファルナウムの戻ってきた家というのは、弟子のシモンの家だと考えられます。そこにイエス様が戻って来ていることが知れ渡ると、大勢の人が集まってきて、戸口の周りまで隙間もないほどになった。と書かれています。以前来た時には、大勢の人を癒したので、イエス様にお礼をいうために来た人や、もう一度拝みに来た人や、会堂での話を思い出してきた人や、癒してもらいたくて来た人もあったのだと思います。ここでは、イエス様が癒しを行っていたというよりも、御言葉を語っていたということなので、本来の宣教を行っていたのかもしれません。そのような中に4人の男が中風の人を運んできたと書かれています。前にイエス様が癒しを行ったときには連れてくることができなかったので、今度こそはと、ベットに寝かせたまま運んでつれて来たのか、イエス様がガリラヤ宣教にいっている間に病気になったのかわかりませんが、何が何でも直してもらおうと意気込んでいる4人の男、たぶんこの人の息子たちだと思いますが、その人を連れてきたのです。中風は脳血管障害の後遺症で、半身不随になったりするものですが、今でも簡単に直るものではありません。ですが、昔は原因による区別はつかないので、半身不随や手足の麻痺などをみな中風といっていたかもしれません。
四人の男たちはその中風の人をベットに乗せて運んできたのですが、戸口のところに人が大勢いるので、中に入ることができませんでした。そこで、イエスがおられる辺りの屋根をはがして穴をあけ、病人の寝ている床をつり降ろした。と書かれています。なんと大胆なことでしょうか。屋根に上って、他人の家の屋根に穴を開け、ベットごと病人を吊おろしたのです。
私は、この場面を想像するとき、家を壊された家の人はきっと怒るだろうし、そこに病人を釣り下ろされたイエス様も不快な気持ちを持ったのではないかと思ってしまいます。きっと、屋根から、土がぼろぼろこぼれてきて、埃だらけになったかもしれません。ですが、ここにはそのような怒りの感情は見られません。当時の屋根は簡単に壊すことができる代わりに、簡単に直すこともできたらしいので、それほど大げさな話ではなかったのかもしれません。ですがそのような大胆な方法で、病人をつり降ろしてきた人たちを見て、イエス様は驚き苦笑さえされていたような気がします。そしてこう言ったのです。5節です。
マコ 2:5　イエスはその人たちの信仰を見て、中風の人に、「子よ、あなたの罪は赦される」と言われた。

イエス様は中風の人に、子よ、あなたの罪は許される、といわれました。それはその病人が願ったからでも、哀れであったからではなく、そこまでしてまで、イエス様に癒していただきたいという、その男たちの信仰を見て感心し喜んで言ったのです。イエス様が、その病人に、あなたの罪は許される、といったのは、その病気の本当の原因が罪にあることを見抜いていたからでした。その罪が体を麻痺させていたので、イエス様はあなたの罪は許される、といったのです。ですが、罪を許すことができるのは神様だけであるという教えが旧約聖書にはありました。イエス様のこの言葉は、周りの人々にも驚きを与えたと思います。
振り返ってみると、私たちも罪だらけの人間です。一体どんな病気になっているのでしょうか。中風のような身体的麻痺ではなく、心の麻痺の病気になっているのかもしれません。頑なになっているのかもしれません。イエス様が、その吊下ろした人たちの信仰を見て、子よ、あなたの罪は許されるといわれたように、私たちの罪を、十字架という代価によって吊下ろしてくださったイエス様の信仰により、私たちもまた、神様から、子よ、あなたの罪は許される、といわれているのかもしれません。
さて、このイエス様のした罪の許しがもたらしたものは、よいことだけではありませんでした。そこには律法学者が数人座っていました。イエス様のうわさを聞いて、そこに何か問題はないかと探っている人たちがいたのです。きっと安息日の癒しのことも聞いていたに違いないのです。イエス様の言葉を正面から捕らえないで、いつも斜に構えて、疑いをもって聞いている人たちがいたのです。6節と7節には、こう書かれています。
マコ 2:6　ところが、そこに律法学者が数人座っていて、心の中であれこれと考えた。

マコ 2:7　「この人は、なぜこういうことを口にするのか。神を冒涜している。神おひとりのほかに、いったいだれが、罪を赦すことができるだろうか。」
この律法学者たちが心に思ったことは、当時の解釈では当然のことだったので、そんなにおかしなことではありません。罪を許す権能は神様以外にないはずなのに、なぜ、罪を許すなどという大それたことを言うのだろうというのはもっともなことなのです。ですが、問題なのは、そのような単純素朴な疑問ではなく、イエス様の罪を許すという言葉を信ぜず、そんなことはごまかしで言っていると思っているその信仰の姿勢が問題なのです。これに対して、イエス様はどう反応されたでしょうか。8節から12節です。
マコ 2:8　イエスは、彼らが心の中で考えていることを、御自分の霊の力ですぐに知って言われた。「なぜ、そんな考えを心に抱くのか。

マコ 2:9　中風の人に『あなたの罪は赦される』と言うのと、『起きて、床を担いで歩け』と言うのと、どちらが易しいか。

マコ 2:10　人の子が地上で罪を赦す権威を持っていることを知らせよう。」そして、中風の人に言われた。

マコ 2:11　「わたしはあなたに言う。起き上がり、床を担いで家に帰りなさい。」

マコ 2:12　その人は起き上がり、すぐに床を担いで、皆の見ている前を出て行った。人々は皆驚き、「このようなことは、今まで見たことがない」と言って、神を賛美した。
イエス様は、この律法学者たちが心の中で思ったことを、霊の力ですぐ知ったと書かれています。もしかすると、イエス様の許しの言葉で、その場の雰囲気が一瞬冷たく変わったのかもしれません。そしてイエス様は、「なぜそんな考えを心に抱くのか。中風の人に、あなたの罪は許される、というのと、起きて床を担いで歩け、というのとどちらがやさしいか。人の子が地上で罪を許す権威を持っていることを知らせよう。と言いました。
ここの箇所は、何か話が食い違っているような気がします。律法学者たちは罪を許す権限のことを言っているので、どちらがやさしいかと答えたイエス様の答えはちょっと回答がずれているような気がします。ですがこの答えは、この律法学者たちの思いを語っているような気もします。律法学者たちは、きっと、罪を許すなどと言うのはとんでもないことだ。それは神様以外に許されていない言葉だ。この男は、この病人を治すことができないので、罪を許すと言って、ごまかそうとしているのだ。とんでもないペテン師だ。そのような思いを、イエス様は知られて、そういったのだと思います。そしてこういったのです。10節と11節です。
マコ 2:10　人の子が地上で罪を赦す権威を持っていることを知らせよう。」そして、中風の人に言われた。

マコ 2:11　「わたしはあなたに言う。起き上がり、床を担いで家に帰りなさい。
イエス様は、神様にしか許されていない罪を許す権威をゆだねられていることを言いました。そして、その証明として、中風の人に、起き上がり、床を担いで家に帰りなさい。と言ったのです。すると、
マコ 2:12　その人は起き上がり、すぐに床を担いで、皆の見ている前を出て行った。人々は皆驚き、「このようなことは、今まで見たことがない」と言って、神を賛美した。
と書かれています。律法学者たちも、群集たちもみなとても驚いたと思います。人々は皆、神を賛美したのですが、律法学者たちの反応は違ったようです。神を賛美するのではなく、たとえそのような癒しをしたとしても、イエス様を律法に反するものとしての烙印を押し、会堂からも締め出そうと考えていたようです。これから先は会堂で教えることは少なくなりました。イエス様の故郷のナザレの会堂や幾つかの会堂以外は、湖のほとりや、荒地などで教えることになります。
転
イエス様は、野外で宣教されました。歩きながら、そして風に吹かれながら、宣教したのです。13節です。
マコ 2:13　イエスは、再び湖のほとりに出て行かれた。群衆が皆そばに集まって来たので、イエスは教えられた。
このように湖のほとりが、一番の宣教場所になったようです。そしてその通りがかりのところで、収税所のレビに出会うのです。14節です。
マコ 2:14　そして通りがかりに、アルファイの子レビが収税所に座っているのを見かけて、「わたしに従いなさい」と言われた。彼は立ち上がってイエスに従った。
ここでイエス様は、レビに、私に従いなさい、と言われました。レビは立ち上がってイエスに従った、と簡単に書かれています。この立ち上がってというのは、決心して、すべてを捨てて立ち上がりイエスに従ったと言うことです。5人目の弟子はレビすなわちマタイでした。収税所の仕事をしていて、字が書けるので、マタイによる福音書を残すことができました。シモンとアンデレ、そして、ヨハネとヤコブは漁師でしたので、すべてを捨てて従ってきたと言っても、家も船もまだあり、戻るならば、また漁師を続けることができたのです。事実、イエス様が十字架につけられたあとは家に戻って漁師をしたのです。ですが、マタイは使用人です。この収税所の仕事を捨てたならば、もう二度とそこに戻ることはできないのです。レビはこのように、大きなものを捨て去って、イエス様に従ったのです。持っている財産も利権もなくなってしまいましたが、マタイはイエス様の福音書を残すことによって、今でも世界中で最もよく知られる人となったのです。
イエス様はその日かどうかはわかりませんが、レビに招かれレビの家で食事の席についていました。そこには多くの徴税人や罪人たちもイエスや弟子たちと同席していました。そのほかにも大勢人がいてイエスに従っていました。罪人と言っても、何か悪いことをした人と言うことではなく、当時は律法を守れない貧しい人や、弱い人々がたくさんいたのですが、そのような人々をも罪人と呼んでいました。そこにまたイエス様を監視するために、律法学者たちが現れたのです。16節と17節です。
マコ 2:16　ファリサイ派の律法学者は、イエスが罪人や徴税人と一緒に食事をされるのを見て、弟子たちに、「どうして彼は徴税人や罪人と一緒に食事をするのか」と言った。

マコ 2:17　イエスはこれを聞いて言われた。「医者を必要とするのは、丈夫な人ではなく病人である。わたしが来たのは、正しい人を招くためではなく、罪人を招くためである。」
イエス様たちの様子を見ていた、ファリサイ派の律法学者は、イエスの弟子たちに、「どうして彼は徴税人や罪人と一緒に食事をするのか」と言いました。この律法学者たちは正義の人たちなのです。正しいと思っている人たちなのです。自分が正しいと思っている人は、決して自分を振り返ることなく、常に相手の不正を裁こうとします。律法では罪人たちと交わると、自分自身も汚れるとして、決して一緒に食事をしたり、交わったりすることはなかったのです。正義の人は、他の人を裁いても、決して自分自身を裁くことはしません。それに対して、善人は他の人を裁くのではなく、自分自身の魂を裁くのだそうです。自分自身を罪人として、悔い改めるものなのだそうです。まさにこのことが、ここに現れたのです。イエス様はこの弟子たちと律法学者が言っていることを聞いてこういいました。「医者を必要とするのは、丈夫な人ではなく病人である。わたしが来たのは、正しい人を招くためではなく、罪人を招くためである。」この言葉はとても慰め深い言葉です。自分の罪に悩んでいる人を、救い、癒し、慰める言葉です。まさに福音です。
結
この言葉を聴いて、自分は正しいことよりも悪いことをしよう、そうすればイエス様に救われるからと思うのはとんでもない勘違いです。正しい人とは、正しいことを行っている人ではありません。自分が正しいと思っているだけの人なのです。自分自身を振り返らず、救いを必要としない傲慢な人たちなのです。医者を必要とするのは、丈夫な人ではなく病人である、と言う言葉は誰もが反論することなく受け入れる言葉です。イエス様は、その言葉を足がかりに、私が来たのは正しい人を招くためではなく、罪びとを招くためである、と言いました。イエス様の言葉は、私は、罪人の罪を許すために来た、と言い換えてもいいかもしれません。ですがイエス様はここで、癒すためとも、救うためとも、許すためとも言わずに、招くためと言いました。救われるか、癒されるか、許されるかは、招かれた人の信じる信仰によるからです。私たちは、自分が罪人だと思うならば、みなイエス様に招かれています。招かれて入るけれども救われるとは限らないかもしれません。聖書を読み、礼拝にも招かれています。ですがそこで、本当に救われるのか罪が癒されるのかは、その人が信じる信仰によるのです。でも、自分は罪人だと思っている人々にとってはこれは大きな福音です。誰もが見捨てたとしても、ただ一人救い上げてくださる方が居られるのは大きな喜びであり、大きな安心です。この方こそ、私たちの罪を許してくださる権能を持っておられる方だからです。私たちに、このような大きな恵みと希望が与えられていることに感謝したいと思います。
　（1分間黙祷）（祈り）
たとえ私たちの行き場がなくなったとしても、罪多き私たちを招いてくださり、受け入れてくださり、その罪を許してくださいます、主よ、あなたの慈しみに感謝いたします。私たちは、自分こそは正しいものと思って、見境もなく、人を裁くものです。人を裁く前に、自分を省みる力のないものです。どうしてこんなにも、自分を正しいものとしたがるのかがわかりません。そうしないと自分を保っていけないのかもしれません。そのような、弱さをもっているのだと思います。これが罪あるものの、心の麻痺なのかもしれません。あなたによって、あなたの罪は許されたと言っていただかないと、癒すことのできない病気かもしれません。このような惨めな状態にありながらも、あなたが、私は罪人を招くためにきたといい、あなたの罪は許されると、宣言される方がこられたことは、私たちにとって大きな福音です。どうかこの福音のうちにとどまり、あなたの許し、癒し、励ましのうちに生きることができますように導いてください。また、床を吊下ろした4人の人のように、あなたを信じて、あなたの元に隣人を案内することができますように導いてください。
この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆中風の人をいやす

マコ 2:1　数日後、イエスが再びカファルナウムに来られると、家におられることが知れ渡り、

マコ 2:2　大勢の人が集まったので、戸口の辺りまですきまもないほどになった。イエスが御言葉を語っておられると、

マコ 2:3　四人の男が中風の人を運んで来た。

マコ 2:4　しかし、群衆に阻まれて、イエスのもとに連れて行くことができなかったので、イエスがおられる辺りの屋根をはがして穴をあけ、病人の寝ている床をつり降ろした。

マコ 2:5　イエスはその人たちの信仰を見て、中風の人に、「子よ、あなたの罪は赦される」と言われた。

マコ 2:6　ところが、そこに律法学者が数人座っていて、心の中であれこれと考えた。

マコ 2:7　「この人は、なぜこういうことを口にするのか。神を冒涜している。神おひとりのほかに、いったいだれが、罪を赦すことができるだろうか。」

マコ 2:8　イエスは、彼らが心の中で考えていることを、御自分の霊の力ですぐに知って言われた。「なぜ、そんな考えを心に抱くのか。

マコ 2:9　中風の人に『あなたの罪は赦される』と言うのと、『起きて、床を担いで歩け』と言うのと、どちらが易しいか。

マコ 2:10　人の子が地上で罪を赦す権威を持っていることを知らせよう。」そして、中風の人に言われた。

マコ 2:11　「わたしはあなたに言う。起き上がり、床を担いで家に帰りなさい。」

マコ 2:12　その人は起き上がり、すぐに床を担いで、皆の見ている前を出て行った。人々は皆驚き、「このようなことは、今まで見たことがない」と言って、神を賛美した。

◆レビを弟子にする

マコ 2:13　イエスは、再び湖のほとりに出て行かれた。群衆が皆そばに集まって来たので、イエスは教えられた。

マコ 2:14　そして通りがかりに、アルファイの子レビが収税所に座っているのを見かけて、「わたしに従いなさい」と言われた。彼は立ち上がってイエスに従った。

マコ 2:15　イエスがレビの家で食事の席に着いておられたときのことである。多くの徴税人や罪人もイエスや弟子たちと同席していた。実に大勢の人がいて、イエスに従っていたのである。

マコ 2:16　ファリサイ派の律法学者は、イエスが罪人や徴税人と一緒に食事をされるのを見て、弟子たちに、「どうして彼は徴税人や罪人と一緒に食事をするのか」と言った。

マコ 2:17　イエスはこれを聞いて言われた。「医者を必要とするのは、丈夫な人ではなく病人である。わたしが来たのは、正しい人を招くためではなく、罪人を招くためである。」
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